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◆９番（森忠行議員） 通告に従いまして順次質問をいたします。 
 まず、財政問題について何点かお伺いいたします。 
 平成16年度の予算編成方針が提示されましたが、平成10年度以降、市税収入の減少が続き、
平成16年度についても大幅な減収が予想されています。一方、支出については、いわゆる経
常経費の増加が続き、財政状況は極めて厳しく、平成16年度予算要求については、対前年比
マイナス５％の緊縮予算を担当部に要請するということです。 
 このような状況に加え、地方財政の改革を訴える政府は、三位一体改革を実施し、平成18
年度までに補助金を４兆円削減し、平成16年度は１兆円を削減しようとしています。税源の
移譲も検討されていますが、削減分全額移譲されることは考えられず、地方財政にとっては
ますます厳しい状況になるのではないかと思います。 
 このような状況の中で、三郷市の財政状況についてどのような認識を持っているのか、ま
たその対応について、まず伺いたいと思います。 
 市長は平成６年に三郷市政を担当されました。この時期はバブル経済が崩壊し、市政にも
少なからず影響が出始めていました。平成７年には人口減少が始まり、また市税収入の伸び
がとまり、毎年のように簡素で効率的な行政運営に努め、補助金の抜本的な見直し等述べら
れ、行政改革の必要性とその実行を訴えられてきました。 
 その実行はどうだったのでしょうか。立派な行政改革の大綱はできていますが、実行のほ
どはどうなんでしょうか。改革の認識とは別に、一律何％減という手法で、いわば改革を先
送りしてきたのではないのでしょうか。 
 私は９月議会で足立区の包括予算制度について提案しましたが、市長答弁は早々に検討し
たいと前向きの答弁がありました。しかし、平成16年度の予算編成方針は、従来発想から抜
け出すことができないようです。 
 包括予算制度は、予算の執行権を担当部に渡し、担当部同士のいわば競争原理、庁内分権
をすることにより政策の競い合い、人の活性化等、より効率的な市政を実現しようとする試
みです。先送り、一律削減といった余りにも安易な方法では、早晩破綻することは目に見え
ており、思い切った政策転換をすべきと思いますが、市長の考えを伺いたいと思います。 
 過去の施政方針でも、補助金の全面的見直し、また情勢の変化に応じた事業の見直し等述
べていますが、どの程度見直すことができたのでしょうか。この点についても言葉だけの見
直しに終わり、先送りの状況ではないでしょうか。 
 補助金についてはゼロからスタートし、エントリー制度とし、三郷市政にとり真に行政が
補助すべきか、個人や団体の自主的運営にとどめるべきかを厳正に審査し直すことが必要と
思います。また、各種施策についても、行政がすべて行うといういわゆる自前主義は改める
べきと思います。自前主義はお金がなくなれば何もやらない主義、できない主義になってし
まします。市民ボランティア、ＮＰＯ、企業も含め、多くの知恵と資金を積極的に受け入れ、
協働、協力の政策を考えるべきと思いますが、市長の考えを伺いたいと思います。この問題
については、過去にも質問しましたが、あえて再度お伺いしたいと思います。 
 財政健全化計画の中で、平成17年度には開発公社所有の債務を本会計に繰り入れるという
ことになります。それに伴う新たな財源は約10億円と言われております。また、政府の進め
る三位一体改革は自治体にとって楽観することはできず、新たな財源の確保や改革に取り組
むことにより、効率的な財政運営が必要になります。今後の財政運営の見通しについて、市



長に伺いたいと思います。 
 次に、シルバー元気塾についてお伺いいたします。 
 この事業は過去三度一般質問をしてきました。シルバー元気塾の事業のすばらしさは、元
気塾の受講者、あるいは全国の多くの自治体、またマスコミ関係者が認めるところと思いま
すが、肝心の三郷市自身が気づいていないのではないかと、そんなところにこの事業の不幸
があるように思います。 
 私は受講者の方から直接、「歩けるようになりました」「シルバー元気塾はすばらしい」
「毎回参加しています」「これがなかったら寝たきりになったかも」という話を先日の特別
講座のときにも伺いました。ここでも寝たきりの方を救うことができ、本人だけでなく、ど
れだけご家族にとっても幸せな生活が実現できたかと思い、伺うことができました。 
 私は、過去の質問でも、事業として独立した事業にすべきではないか、かつ常設の施設や
学校統廃合により設置すべきと何度も訴えました。しかし、答弁は現在の事業スタイルを一
歩も出ない答弁ばかりでした。時は刻々と刻み、そのおくれがどれだけ救える方を置き去り
にしてしまうのかと思うと、とても残念な思いです。 
 シルバー元気塾の活動の有効性を考えたとき、なぜ高齢者に限った事業としてのとらえ方
しかできないのか、この点でも三郷市の考え方が理解できません。健康については、年齢、
男女を問わず関心があることで、多くの市民の要望があるこの事業を若年層にも広げ、一大
健康増進事業にすべきと思いますが、三郷市はそのような政策は持っていないようです。な
ぜ高齢者に限った事業としか考えていないのか、その本当の理由を伺いたいと思います。 
 私は、行政が市民に対し施策として行える事業は安全あるいは安心なまちづくり、環境豊
かなまちづくり等々、私たちを取り巻くさまざまな施策があると思います。そんな中で行政
みずから市民の健康管理をすることは、個人、家族、社会にとっても、いわば究極の行政で
はないかと思います。そう考えると、シルバー元気塾の事業を全市民的事業へ展開すること
は当然のように考えなければならないと思いますが、市長の考えを伺いたいと思います。 
 シルバー元気塾の活動の効果を知った市内の事業者の中には、社員の健康管理にシルバー
元気塾を活用しようという考えもあります。現に、受講した社員には大変評判がよく、ぜひ
多くの方に知ってほしいという声も聞いています。特に、中小企業の多い三郷市の事業環境
を考えると、単に健康増進という側面にとどまらず、いわば中小企業の経済活動をサポート
する経済支援事業といったことまで考えることができるのではないかと思います。 
 効果が確認でき、多くの要望、必要性があるシルバー元気塾事業は「教育委員会生涯学習
課シルバー元気塾推進係」という枠をとうに超える評価を内外からもらっています。なぜ、
かたくなな思考で発展を阻害しているのでしょうか。多くの可能性を秘めた事業として、発
展させるべきと思いますが、市長の考えを伺いたいと思います。 
 次に、県道越谷・流山線バイパスについてお伺いします。 
 私は、当初この話が浮上したときに、流山橋の混雑解消をするために流山橋以北に建設す
る橋と道路といった認識でした。しかし、担当部局に伺うと、このバイパスはつくばエクス
プレスに平行する広域道路で、つくば市へ続く埼玉県、千葉県、茨城県を横断する基幹道路
であるということを伺い、このバイパスの活用、また三郷市のまちづくりにとり、市北部の
極めて重要な道路であると認識をしました。 
 このように考えると、三郷市北部と吉川市のまちづくりや道路活用についての構想という
ことも当然視野に入れ、今回のバイパス計画を検討しなければならないと思いますが、三郷
市としてどのような位置づけと将来のまちづくりについて考えているか、市長の考えを伺い



たいと思います。 
 このバイパスは常磐道、また武蔵野操車場跡地とも交差し、そのアクセスいかんによって
は周辺に及ぼす影響は極めて大きく、かつ将来を左右すると言ってもよいかと思います。 
 特に、常磐道とのアクセスは出入り口が１カ所しかない状況を改善でき、三郷市、吉川市
南部にとっては、飛躍的に利便性を増すことになるのではないかと思います。 
 過去２回の地区説明会が開催されましたが、埼玉県主体の事業ということで三郷市は説明
を受けるという立場かもしれませんが、三郷市としても当然関係地区の皆さんと、道路環境
はもとより道路活用について、また将来地区の皆さんがどうまちづくりを考えているか、今
必要なことは何か等々さまざまな意見を聞く、また協議をすることが必要と思います。三郷
市としてどのような対応をしていくのか伺いたいと思います。 
 また、このバイパスは将来の吉川市との合併ということを考えると、両市にとり、いかに
道路をまちづくりに活用するか、場合によっては常磐道とのアクセス、武蔵野操車場跡地の
開発等々、両市一丸となって開発当局に要請するということも必要になるのではないかと思
いますが、今までの経過の中でどのような話し合いが行われてきたか伺いたいと思います。
三郷市だけの利害を超え、両市が協議することが必要と思いますが、市長の考えを伺いたい
と思います。 
 次に、環境問題についてお伺いします。 
 ことしの冬は例年にも増して暖冬で、日々の暮らしは過ごしやすいということもあります
が、経済活動にはさまざまな影響が予想されるところです。地球温暖化は我々みずからが自
覚を持って取り組まなければならないところまできていると思います。行政としても、環境
に対する取り組み、また市民に対し環境についての啓蒙活動等、実践しなければならない課
題が多々あると思います。 
 そこで、具体的な問題として、市庁舎周辺のビル風を利用した風力施設、風力発電施設を
建設してはどうかと思いますが、市長の環境に対する考えと具体的施策についてどのように
考えているか伺います。 
 環境政策と施策というのは、頭で考えるというよりは、まず具体的事例により五感に訴え
るということが必要なのではないでしょうか。12月補正で公用車を購入するということです
けれども、従来どおりの考え方での公用車購入の考えではなく、環境に優しい公用車にかえ、
市内を走ってもらうと。そのことも重要なことではないでしょうか。 
 検討し直す考えがあるかを伺って、１問目を終わります。 
 
◎市長（美田長彦） 森議員の質問に順次お答えいたします。 
 まず最初に財政問題でございますけれども、現在の財政状況の認識と対応についてお答え
いたします。 
 今までに例のない非常に逼迫した財政状況であると認識しております。その原因といたし
ましては、第１に、市の歳入の中心となる市税収入が平成９年度をピークに景気の悪化とと
もに減収傾向が続いており、その上、政策減税もありまして、毎年、対前年度比で２億円前
後の減収が続いていること。第２に、国の地方交付税が減額されていること。第３に、つく
ばエクスプレス整備に伴う三郷中央地区整備やインターＡ地区整備等の都市基盤整備が進
んできているため、普通建設事業費が増加していること。第４に、人件費、扶助費及び公債
費のいわゆる義務的経費が歳入の減少にもかかわらず毎年伸びており、特に扶助費が急速に
増加したこと。第５に、国民健康保険特別会計の医療費の支払いや老人医療拠出金が毎年増



加しており、またその国民健康保険税の滞納が毎年２～３億円ずつふえていることから、一
般会計からのルール分以外の赤字支援のための繰出金が年 増々加していること。第６に、下
水道特別会計への繰出金が下水道分の地方債の償還金がふえるのに伴って、毎年約１億円ず
つふえていることなどがあると思います。 
 次に、２の思い切った政策転換をすべきと思うが、及び３、各種政策、事業の全面的見直
しをする考えはについては、関連がありますので一括してお答えします。 
 経常経費は毎年削減してきておりますので、かなり厳しい状況ではありますが、コスト削
減という意味からも、さらに大幅に削減することも必要かと存じます。また、遊休資産等の
売却を積極的に進めます。その上で、義務的経費である人件費についても、去る11月の臨時
議会で引き下げについてご議決をいただきましたが、さらに職員の勤労意欲低下にならぬよ
うに配慮しつつ、削減について検討する必要があると存じます。 
 なお、外郭団体についても、当然のこととして運営の合理化を進め、コスト削減に努める
ものとします。 
 次に、過去の税収増時代に肥大化した補助金等を含む行政サービスは、その必要性を十分
論議した上で、廃止するものは廃止し、縮小するものは縮小してまいります。特に、市の単
独補助や上乗せ補助につきましては、積極的に見直すことといたします。そのほか、受益者
負担の原則から、市の施設利用については原則として有料とします。 
 いずれにいたしましても、歳出削減で対応するには限界がございます。また、必要な都市
基盤整備事業をとめるわけにはまいりませんし、扶助費につきましても支出しないわけには
いきません。このため、まず市税等の収納対策を強力に進め、公平性を確保した上で、必要
ならば、新たな歳入増を図ってまいりたいと考えております。 
 最後に、４の今後の財政運営の見通しはということでございますが、国では三位一体の改
革ということでいろいろ議論されているようですが、現在のところ、地方への補助金、交付
金の減額だけが言われており、それに変わる税源の移譲につきましては見えてきませんので、
見通しも立てにくいところであります。市町村の財政運営は国からの補助金や地方交付税が
大きなウエートを占めておりますので、政府の方針がどのようになるのか、推移を見守りた
いと思っております。 
 続きまして、シルバー元気塾に関するご質問に一括してお答えします。 
 シルバー元気塾は北公民館事業のシルバー学級の卒業者に対し実施したアンケート調査
の結果から、高齢者の体力向上を目的に開催したものが始まりで、市民の皆さんから大変好
評を博し、現在 900名以上の方々が参加されており、さらに多くの希望者が機会を待ってお
ります。当市の60歳以上の人口は11月１日現在２万 5,590人で、この年齢層の方々からの参
加希望にこたえることが最優先と考えております。 
 ご提案の趣旨はわかりますが、指導者の数にも限りがありますし、また運動自体が若い人
に向くかどうかということもありまして、対象者の拡大については今後の課題とさせていた
だきたいと存じます。決してかたくなに現状を踏襲しているのではありません。この元気塾
は単なるストレッチではなく、指導者の指導力による参加者のコミュニティづくりにもなっ
ておりますので、直ちに形態を変更することは難しい状況でございます。 
 続きまして、３の県道越谷・流山線バイパスについてのご質問ですが、私からは１につい
てお答えし、２と３につきましては担当部長からお答えいたします。 
 三郷市として道路の位置づけとまちづくりへの考えはとのご質問ですが、この道路が計画
されております市の北部地域は、武蔵野操車場跡地を含む新三郷駅周辺について、広大な敷



地を生かし、広域的な都市機能を担う複合都市機能拠点として、市の総合計画及び都市計画
マスタープランに位置づけされており、新たな三郷の魅力をはぐくむ環境と調和したまちづ
くりを図る地域であると考えております。 
 三郷市として道路の位置づけは、三郷市将来道路網構想の中で、東西方向を主とする市街
との連絡を強化し、さらには草加・流山線の混雑解消を図る広域道路の（仮称）柏・草加線
として位置づけされておりまして、北部地域のまちづくりへの広域幹線となる道路と考えて
おります。また、現在、茨城県及び千葉県内で整備が進められておりますつくばエクスプレ
ス関連の都市軸道路として位置づけがされており、埼玉県内については県道越谷・流山線バ
イパスとして埼玉県が整備することが決まっております。 
 いずれにいたしましても、この道路は市北部のまちづくりに与える影響や市全体における
社会経済上のメリットなど重要な位置づけですので、市といたしましても事業の促進につい
て強く働きかけてまいりたいと存じます。 
 続きまして、４番の庁舎周辺の環境についてお答えいたします。 
 まず、風力発電でございますけれども、風力発電はその風力が年間を通して安定して得ら
れることが必要であり、庁舎周辺のように、日によって大きく変動するところには適してい
ないものと思います。また、羽根の回転による危険性や風を切る音、これは案外と大きいと
いうことでございますが、こうしたことなどのために居住環境を悪化させることから、人が
生活する区域には風力発電の施設を設置することは難しいものと考えます。 
 なお、最近、小型化されたものもできているようですが、先日、三春町の四季の里で小型
風力発電を見ましたが、発電量は小さく、実用的ではないとのことでした。 
 そのほか、風力発電施設の設置費用とそこから得られる電力の価値を比較しても、庁舎前
に風力発電施設を設置することは困難だというふうに考えております。 
 続きまして、環境意識の啓発についてでございますが、まず環境に対する認識や対応を明
確にするためには、１点目として、さまざまな活動が環境に及ぼす負荷をできる限り減らす
「環境への負荷の軽減」、２点目として、現在の環境を守る望ましい環境をつくり出す「環
境の保全と創造」、３点目として、すべての人々、事業所などに環境配慮活動を広げる「環
境活動の普及・啓発」が考えられます。 
 現在、庁内における環境負荷に対する取り組みとして、資源古紙の回収、昼休みの消灯、
適正な冷暖房運転、ノーカーデーの推進、駐車場におけるアイドリングストップなどを実施
しております。 
 一方、市民及び事業者などの環境配慮活動を普及するためには、温暖化など地球規模の環
境問題の周知、市民や子どもたちへの環境学習機会の提供など、環境についての正しい知識
や情報の提供を積極的に行っていくことが大変重要であると考えております。 
 したがいまして、平成16・17年度で策定を予定しております三郷市環境基本計画の中で、
小・中学校等における環境教育の推進、生涯学習の場における環境学習の推進、市民団体や
事業者の自主的活動への支援体制などについて検討してまいりたいと考えております。 
 なお、公用車の購入につきましては、総務部長からお答えいたします。 
 
◎都市整備部長（山口勝義） 県道越谷・流山線バイパスについてのご質問についてお答え
申し上げます。 
 まず、２、常磐道とのアクセスの可能性の検討は、周辺市民との協議はについてのご質問
ですが、議員ご提案の常磐道との直接的なアクセスが可能になれば、この道路の効果はさら



に高まり、地域発展の弾みになると考えられます。 
 しかしながら、この道路の計画交通量に与える影響やインターチェンジ新設に対しての厳
しい技術基準、さらに建設についての多額の地元負担等の大きな問題がありますので、現時
点での検討は非常に難しい状況と存じます。 
 したがいまして、今後は地元の皆さんの意見などを踏まえ、将来的な土地利用との関連の
中で研究課題としてまいりたいと存じます。 
 次に、３、周辺市と道路周辺の開発についての協議についてでございますが、この地区は
武蔵野操車場跡地を中心とした吉川市と合わせた約 400ヘクタールの区域について、平成11
年度に武蔵野操車場跡地及び周辺地域整備事業化検討調査を関係６団体で実施し、環境共生
都市エコヴィーユを開発コンセプトとした調査報告がなされております。 
 その後、国鉄清算事業本部ほか関係６団体でこの調査報告を踏まえ、事業化に向けて協議
調整してまいりましたが、吉川市域については跡地及び周辺地区約93ヘクタールを土地区画
整理事業により事業化する方針と聞いております。当市の区域については、半田地区に土地
区画整理事業協議会が設立されておりますが、対象区域が約 230ヘクタールと極めて広域で
あることなどから、段階的に整備する方針として、まず最初に跡地のみの約52ヘクタールに
ついて、国鉄清算事業本部の開発行為による事業化を検討しているところでございます。 
 いずれにいたしましても、県道越谷・流山線バイパスは茨城県つくば市から三郷市につな
がる幹線道路でございますので、議員ご指摘のように、道路沿道はもとより、周辺地域への
インパクトは大きなものがあると考えられますので、今後も引き続き吉川市における事業と
の整合性を踏まえながら、半田地区など周辺地区の段階的整備のあり方について調査検討を
進めてまいりたいと存じます。 
 
◎総務部長（島村保） 低公害車の関係でございますけれども、まずは今回の予算をさせて
いただきました５台につきましては、平成17年４月１日に施行されます埼玉県の排出基準を
満たすための公用車の５台の買いかえ分でございます。 
 そこで、低公害車にしたらどうかということでございますけれども、今後、利用者の多い
車両につきましては検討してまいりたいと思います。 
 
◆９番（森忠行議員） 答弁ありがとうございました。 
 財政問題から再質問させていただきたいと思います。 
 先ほど私も申し上げましたけれども、政府の地方財政改革の三位一体の中では、今回話題
になっているのは補助金の問題が話題になっておりますけれども、交付金の問題も当然切り
込んでいくと、こういう状況になっていくと思います。三郷市でも下水道事業等については
補助金をたくさんもらっているという話も聞いていますので、さまざまな局面にこの政府の
改革の影響が出てくるのではないかなと思います。 
 そうなりますと、政府も思い切ったことをやろうとしているわけですけれども、そうしま
すと当然地方自治も、我々の方でもそれに呼応するといいましょうか、対応するような形で
思い切った改革をやっていかなければ、従来型だと、もうついていかれなくなってしまうん
じゃないかなと思います。 
 平成16年度の予算編成は、先ほどもお話ししましたけれども５％という、我々も資料いた
だきましたけれども、現場の状況を考えれば、５％ではもう追いつかないんではないかと、
こういうことも予想されるわけで、単なる一律削減というやり方ではもう限界が来ているん



じゃないかなと思います。ましてや、先ほど申し上げましたように、先のことを考えれば、
そんな小手先ではもう間に合わないと、こう認識すべきじゃないかと思います。 
 そこで、やはり思い切った政策の転換といいますか、やっていかなければならないわけで
すけれども、私、前回の質問で足立区の包括予算お話ししましたけれども、市長さんは前向
きな答弁いただきましたけれども、新しいことは全部そろえて用意ドンというか、全部一緒
にというわけにはなかなかできないと思います。ですから、できるところからそういう考え
方を導入していくと。職員の皆さんにも、なれると言っちゃおかしいですけれども、そうい
うトレーニングの場として、やっていく必要があると思います。 
 ですから、どこができるかということは難しい問題ですけれども、とりあえず財政的に厳
しい、なかなかサービスが限りある財源の中で難しいというところが目に見えてあれば、そ
ういうところは思い切った改革をして効果を上げていくと。見える形にしていくということ
がもう大事なことなので、ぜひ足立区とは言わなくても、庁内の分権、あるいは一部予算の
執行を担当部に任すと、そういうような形でやっていくことが必要ではないかと思います。 
 いろいろな政策の中で私ちょっと気になったのは、学校給食の給食センターを今回鷹野の
方に増設すると。しかも、 3,000食の施設をつくるということなんですけれども、行革委員
会の資料を見ましても、平成20年度の学校の小・中学校の予想が１万 384人ということで、
第２・第３給食センターの能力が１万 500食、もう既にあるわけですね。平成20年度で１万
 384人。すると、もう十分賄える数字ですね。 
 私、前回の質問の中でも、平成18年度の生徒予想数字等、数字の中ではわずか 1,135食し
か不足がないと。ですから、ぜひこれを設備の改善、第２・第３給食センターの設備の改善
をして、この 1,000食分を賄うことができるんではないか、あるいはこの分については民営
化してもいいんではないかという、こういう質問をしたわけですけれども、そこでの答弁は
 3,000食つくるというお話でしたけれども、それで今回決定したようですけれども、私、 3,
000食の施設をつくって、もしかしたら一度も使わずしてスクラップという、こういう笑う
に笑えないような事態が発生するんじゃないかなと、そう思います。担当部局が持っている
データでも、だれが見ても差し引き余るわけですから。 
 ですから、既存の設備の改修、改善を、何年たっているかわかりませんけれども、今の調
理設備は最新鋭の高能率な設備があると思いますので、そういうことで対応すると。これも
政策転換といいましょうか、物の考え方を変えるということだと思うんですね。一度も使わ
ないでスクラップするような設備は極力－－極力じゃなくて、もうやめるべきですね。そう
いう物の考え方をやるべきじゃないかと思います。 
 それと、遊休地の話もありましたけれども、もう何度も私、遊休地は処分した方がいいん
じゃないかなと。現に使っていない遊休地あるわけですからね。それで、何か年末になると
防犯上心配だということで、その遊休地のところにさくをやるような作業も何かやるように
聞いていますけれども、そんなことをやるんであれば、もう早々に遊休地は売却すると。 
 しかも、このデフレの中で、持っていれば持っているほど損が発生しているわけですね。
貴重な市民の財産が持ち続けていながらマイナス財産になっているということは大変残念
なことなので、民間で活用できることがあれば、そこからは収入として財源にもなるわけな
んで、躊躇することなく、必要でないところは売却をすると、こういう決断をすべきだと思
います。 
 それと、もう１点、この三郷は人口がふえて、ここ30年ぐらいふえたんで、それまでは純
農村地帯ということで、田んぼの基盤整備事業が中心の風景が残っていたわけですね。特に、



戦時中の基盤整備事業というのは、かなりいいかげんというわけじゃないですが、その当時
の技術レベルですとそういう状況なんでしょうけれども、農家が多いんですけれども、農家
の個人の敷地の中にいわば公有地が入り込んでいると。こういう事例はたくさんあるわけで
すね。これはいわば本人も知らない、親の代からもう垣根で囲ってあって、知らないと。何
かのときに公道が入っています、換地がありますよと言われて気がつくと、こういうケース
もあるわけで、まさにこの市有財産も要らない－－要らないという言い方おかしいですけれ
ども、個人の方が何十年も使っているということであれば、お話をして払い下げをすると、
こういうことも必要なことだと思います。 
 それは当事者にとっても行政にとっても何の不利益もなく、お互いがプラスといいますか、
好ましい状況になるんじゃないかと思いますので、これも遊休地の売却と合わせて、市有地
になりますけれども、そういうことも検討すべきじゃないかと思います。担当に聞きますと、
そういうことはやっていますということですけれども、よりそういう前向きの行動、あるい
は働きかけをしたらいかがかなと思います。ぜひ検討をお願いしたいと思います。 
 私、今回、質問の答弁者を市長さんだけにお願いしたんですけれども、今リーダーの方の
リーダーシップがやはり求められているんじゃないかなと思います。すべてがもう決断です
ね。もう右か左かというような決断をしなければ、もう立ち行かなくなっているという状況
がありますので、あえて市長さんに答弁を求めたわけですけれども、今るる申し上げました
けれども、１問目でも申し上げましたけれども、どんなご感想でも結構です。あるいは決意
でもいいですから、お答えといいますか、していただきたいと思います。 
 それと、２番目のシルバー元気塾なんですけれども、私、もうシルバー元気塾は全国に有
名な、三郷市が胸張って誇れる事業なんですね。しかも、平成10年度にスタートして、担当
部署にどういう効果が上がっているかデータありませんかと言いましたら、まだ集計中だと
か、まだまとまっていないとか。一体何やっていたんでしょうかね、このもう５～６年間。 
 しかも、先ほど申し上げましたように、とても効果があって、多くの市民の参加者を断る
ような状況なのにもかかわらず、何もやっていなかったはずはないと思いますけれども、資
料が机の隅っこに行っちゃっていて見つからないのかもしれませんけれども、もう結果は出
ているんですね。それだけの方が参加したい、健康になったということで、今さらデータで
もないでしょうけれども、もう結果は出ているわけで、これをなぜ一部署でやらせているの
かなと、私、不思議でしようがないですね。 
 以前ですけれども、議長会の関係で、大洋村の村長さんが、そこの施設でこんなようなこ
とやっているわけですけれども、そのときにお話に来ました。いわば、行政のトップセール
スマンですね。大洋村はこんなすばらしいことをやっているんですということをセールス、
ＰＲしているわけですね－－広報マン、セールスマンじゃなくて広報マンですね。トップ広
報マンですね。そういうことができるぐらいのすばらしい事業だと思います。 
 市長さんみずから、三郷市じゃこんなことをやって多くの市民が参加でき、健康になって
いますよと。こんなお金かからなくて、皆さんに喜ばれて、全国の方が興味、マスコミの方
も興味、こんなすばらしい事業ないと思いますので、これをもうちょっと違った展開ができ
るようにやるべきじゃないかと思います。 
 先ほどお話ししましたけれども、事業者の方も、私の知り合いでも２社の方が実際にやり
ました。それで、大変よかったと。私もそれに一度は参加しました。そうしましたら、ちょ
っとした運動で、不思議なんですね、手が床につくようになった。皆さん歓声が上がるんで
すね。その後、私はこんなことやっていて、ゴルフへ行っても疲れなくなりましたよなんて



いう話もありました。 
 ですから、老人に限らず、ストレッチをしているということは、自分みずからの健康管理
のためにもすばらしいことなので、何かかたくなに60歳以上にこだわっているようですけれ
ども、もうちょっと幅を広げてやる必要があるんじゃないかと思います。 
 特に、事業の関係、事業者の関係の方にとっても、とても福利厚生といいますか、その辺
もあって大事なことだと思いますので、直接できなければ、ビデオやＤＶＤをつくって配布
すると。こういうこともやる必要があるんじゃないかと思います。 
 多分、ビデオやＤＶＤをつくると全国から申し込み殺到で、もしかしたら大きな税収にも
なりかねないと、なっていいですけれども。そういうこともビジネスとか、お金もうけじゃ
ないですけれども、それだけ需要があるんではないかと思いますので、検討してほしいと思
います。これは市長さんにこういう決断をお願いしたいと思いますので、お答えをお願いし
たいと思います。 
 それと、バイパスの問題なんですけれども、私はなかなか高速道路とのアクセス難しい
云々という話ありましたけれども、これは吉川市にとっても大変にすばらしい道路になるわ
けですね、アクセスが可能になりますと。ですから、三郷市だけという視点ではなくて、広
域的な側面でこの道路を活用したいと。あるいは、こういった側面で面整備でもいいですか
ら何かやって、それを活用するという方向でやはり相談をするといいますか、話をするとい
うことがとても大事なことだと思います。 
 過去に、これは私聞いた話ですけれども、常磐高速道路の料金所、あそこが後ろにあるわ
けですけれども、あそこのところに出入り口をつくりましょうかというお話があったという
話を聞いています。そのときに、地域の方の広範囲な議論ができなかったのかもしれません
けれども、そんなところに要らないよという話で、結果的には番匠免まで来ちゃったという
話を聞いたことがありますけれども、そういう二の舞を踏まないように、せっかくクロスす
るわけですから、これをうまく活用する手は、そういうことを考える必要はあると思います。
特に、半田地区が今区画整理やろうという動きがありますので、駅もありますけれども、駅
と広域道路、これは大変土地活用、あるいは地域の発展にとっては重要なことだと思います
ので、ぜひ吉川市さんと一緒にお話をすることをやってはいかがかなと思います。これも市
長さん、お答えをお願いしたいと思います。 
 もう一つ三郷市には高速道路のおり口があるわけですけれども、おりるとみんな渋滞です
ね。こんな恥ずかしい状況は27メートル、４車線道路にアクセスすれば大幅に解消できると、
こう思いますので、ぜひこれを検討お願いし、吉川市さんとも相談をするようにお願いした
いと思います。ぜひお答えお願いしたいと思います。 
 それと、４番目の環境問題なんですけれども、余り風が吹かないんじゃ不向きじゃないか
というような答弁でしたけれども、私は地方で今、全国の地方では風力発電というのがいわ
ば環境対策を講じて町おこし、あるいは企業が何十基とまとめてつくって、風力発電事業を
起こして、やろうと、例もたくさんあるわけですね。 
 ですから、そういう側面で私は言ったつもりはないんです。環境として、環境意識の高揚
のシンボルとして、風が吹いたら風車が回っていると。ああ、何かうれしいなみたいなです
ね、そういう環境意識を啓発する、啓蒙する意味で周辺に設置したらいかがですかというお
話でしたので、そこでどうのこうの、事業をする、あるいは回らないんじゃないかというこ
とを超えて考えていただきたいなと思います。 
 特に、今、車の問題もお話ししましたけれども、排ガス規制の問題というお話でしたけれ



ども、今環境に対する市民の意識は大変高くて、トヨタの環境対策車、ハイブリット車はも
う大変な売れ行きを示していると。もしかしたら、我々行政側よりも一般市民の方の方が環
境意識がもう先行していると、こういうことも言いかねないような状況だと思いますので、
後追いにならないように、市みずからそういう問題について取り組んではいかがかと思いま
すけれども、何か買わないというお話ですので、買わないでしょうから、これは答弁は結構
です。 
 以上です。ありがとうございました。 
 
◎市長（美田長彦） 森議員の再度のご質問にお答えいたします。 
 質問の中では、私の方の市長部局の問題とそれから教育委員会の問題がごちゃまぜに入っ
ちゃっておりまして、それを整理しなきゃならないんですけれども、今、教育委員会と方と
も相談いたしまして、教育委員会の方はそちらにお願いすることにいたします。 
 それで、補助金とか交付金が今後減額されるということは私どもも考えております。ただ、
それに伴って税源の移譲というのがついてこなければならないわけです。それが三位一体の
中の問題でございますので、私はこういうものが必ずついてくる、そうでなければ各市町村、
三郷市はまだいいんですけれども、もっと小さい町村等においてはすべて成り行かなくなっ
てしまう、そういうことが考えられますので、必ずこれがどういう形かでついてくるだろう
というふうに私は考えております。 
 ただ、その場合、どういう形で来るかが今のところ見えない。そのために、来年度予算の
編成もなかなか難しいというような状況でございます。 
 それで、第３給食センターの問題でお話がございましたが、給食数の推計、将来どうなる
か、それから 1,000食だけで間に合うのかどうか、これにつきましては学校教育部長の方か
ら答弁いたします。 
 それから、農家の家に公有地等が街道の形で残っている、これは確かにあるんです。これ
については積極的に売却といいますか、そのお話を持っていきまして、買ってもらうように
したいというふうに思っております。 
 それから、次にシルバー元気塾ですけれども、これも教育委員会の今管轄になっておりま
すが、私ども考えていろいろお話を聞いている中では、やはり指導員の力によるところが大
きいと。要するに、ただストレッチを教えるだけじゃない。話をしながら教える。それによ
って、中でのコミュニケーションも育っていくということですから、先ほどもお答えしたと
きは、健康づくりと同時に生きがいづくりにも役立つということでお答えしたわけです。 
 そういうことで、単にやればいいということじゃないと思います。それに合う指導者を養
成しなければならない。今、そういうことで指導者の養成にも力は入れております。 
 それから、もう一つ、こういうストレッチ体操のようなものは各地域でほかでもやってい
るようです。先日、テレビ見ておりましたら、つくば市でもやっていると。あれは筑波大学
の体育の方が指導しているらしいんですけれども、そういう中ではいろいろな形があって、
やはり若者は若者に合ったストレッチ体操、高齢者は高齢者に合ったストレッチ体操でなけ
ればならないというふうに思っております。今、シルバー元気塾でやっておりますのは、そ
の高齢者向けのものでございますので、もし若い人にそれを普及しようとするならば、また
違ったものを考えてやっていくだろうというふうに考えております。 
 それから、都市軸道路とその周辺の開発についてでございますけれども、これは吉川市と
の協議ですが、吉川市とのコンタクトは６者会議などでとってあるわけですけれども、ただ、



道路の周辺をどういうふうに開発していくか、あるいは高速道路へどうやってつけるかとい
うことについて、吉川市との協議はまだされておりません。これについては今後検討してま
いりたいというふうに考えます。 
 


